
子どもたちが向かう未来
と

子どもたちが作る未来

冨士見町教育長 矢島 俊樹

帰ってきたくなる町づくりのために



11月のワークショップから 学校・保育園編



11月のワークショップから 家庭編



11月のワークショップから 地域編



魅力ある所に子どもは帰ってくるのでは
ないか？

•魅力を見出せる学校・保育園

•安心して魅力に浸れる家族・家庭

•魅力を共有できる地域

皆が子ども
の応援団

それぞれが魅力を高めていくため
にはどうすればよいのだろうか？















歴史上最も多くの不登校児童生徒を
生み出してしまっている現状
•全国で約30万人の不登校児童生徒
•富士見町でも最も深刻な課題

「学校はやっちゃいけないことと
やらなくちゃいけないことしかないんだもん」

⇒学校を「やりたいことで埋め尽くし、先生も
生徒も意欲に満ちた場所にしたい！

史上最も他人を
殺さない未成年

史上最も自殺を
する未成年

どうしたら子どもの自己肯定感を高められるのか？



深化した
課題

解決すべ
き課題

起業する若者たち

やりたい 深化したやりたい さらなる



家庭教育の大切さ
⇒学校では家庭の肩代わりはできない

•普通の子どものように⇒諏訪にはいい思い出がない（長男）
お父さん、僕を保育園の時一人で飯田に行かせてくれてありが

とう

•期待をかけすぎた子ども時代⇒自分は自分。（次男）

•お前には国公立にしか行かせてやれない（三男）

家族愛と絆は家庭の中でしか育たない



共稼ぎが当たり前の社会と家庭教育
•しつけは保護者の責務…
•保護者は共稼ぎが当たり前
•しつけはいつどこで誰が？

無条件に愛され
ている実感が
あってこそ躾に
なる。なければ

虐待



地域から子どもの姿がなくなるということ
•Ｓ市Ｏ地区
•Ｊ小学校；昭和40年Ｓ市の7番目の新小学校として開校
•Ｏ1区；Ｊ小学校開校時は100名を超える子ども
•令和3年3月に児童数減で高島小学校と統合
•Ｏ1区の児童数12名 園児も減少し保育園も閉園
•現在Ｏ1区の児童数3名
•平成初期までは秋祭りで子ども神輿、銭太鼓等地域参加
•児童数減に伴いどんど焼き、道祖神祭等も実施不能に

地域に参画する機会の消失⇒地域からの社会的隔離



変わってきた住民の意識
•昔
地域の中で育つ子どもという認識

•今
核家族化が進み、どうかかわって良いのかわからない。
しかし関わりたいという気持ちはある



子どもの育ちを支える３つの環境



次回 子どもの未来の可能性を語ろう
•令和8年2月

•会場日時は後日お知らせします。


